
人間力の向上、技術を身につける

○築き上げてきたものを継承し新たな価値を創出していく力を育成す
る
持続可能なシステムを構築する。

○Society5.0時代における、DX等新しい技術革新にも対応できる
“人財”を地域の多様な主体の共創により育成していく。

令和３年度 マイスター・ハイスクール事業

変化への挑戦(Challenge for Change)～進取の気性を生かし持続可能な新たな地域産業を共創できる技術人財の育成～

管理機関名（滋賀県教育委員会/彦根商工会議所/彦根市）、滋賀県立彦根工業高等学校
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彦根工業高校

事業
概要

マイスターHSビジョンの策定
マイスターHS運営委員会・事業推進委員会
の設置

➊ものづくりの歴史、近江商人の哲学(進取
の気性・三方よし等）、滋賀の起業人を知
る
➋最先端技術と企業における人材育成
➌基本的ものづくりの知識、スキル、
国際意識の向上
➍持続可能な社会を考えるⅠ：
地域・地場産業の現状と社会的課
題を知る

マイスターHS・CEOを教頭（常勤）として
配置
産業実務家教員を教諭（常勤）として配置
➊社会解決型ビジネスの展開について経営
者から学ぶ

➋資格取得の推進による自己肯定感の向
上・

視野を広げる
➌最先端技術の活用：ドローン、プログラ
ミン
グ等に触れる

➍持続可能な社会を考えるⅡ：
地域の特性や強み、社会的

・絶えず革新し続ける最先端技術と滋賀の風土が培ってきた伝統産業等の
技と心を生かし、地域産業界と彦根工業高校が一体・同期化し、郷土愛に
あふれた人財の育成によって地域を活性化させる。

・産官学と一体となった
カリキュラム研究

事業の評価検証・改善、自走化方策の策
定

➊生徒による成果発表会の準備・企画
・運営

➋資格取得の成果集大成：
自己肯定感の向上

➌最先端技術の獲得：産業界と連携して
DX、IoT等、ICT技術を習得する

➍持続可能な社会を考えるⅢ：
ビジネスモデル提案と
地域との連携

・グローバル市場への展開
・環境や安全・安心にこだわったものづくり
・伝統的な地場産業の維持・発展・地域に対する誇り
・「新たなチャレンジ」がしやすいまち
・社会的課題をビジネスで解決
・「人」を中心においた、先人から受け継ぐ挑戦し続
ける精神

・マイスターHS・CEO
・産業実務家教員
・最先端技術
・彦根デジタル/ｽﾏｰﾄ･
ﾊﾞﾚｲ構想の推進

滋賀県
教育委員会

環びわ湖大学・地域コンソーシアム
（滋賀県立大学、滋賀大学等）

本事業でめざすSDGｓ目標

地域産業界
彦根商工会議所
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起業家精神・最新技術に触れる 成果の普及

◎

全国フォーラムを主催
マイスター・ハイスクール

ハブ校として
全国に成果普及

研究成果の
実証・改善の継続

立地

学校

風土

「ものづくりはひとづくり」という教育理念のもと、ものづくりのスペシャリストを養成
し、経済界、産業界、政界に多くの有為な人財を輩出している創立100年の伝統校。

人、もの、情報が盛んに行き交う中で、国内外との交流により進取の気性などが培われ、
地域の特色ある文化や地場産業が形成。

古来より近畿圏・中部圏・北陸圏の結節点として位置づけられ、東海道新幹線、名神高速
道路等が通り、阪神・中京の大工業地帯へのアクセスも良い交通の要衝に立地。

『人間力の向上』『基本的知識・スキルの向上』『変化をチャンスに転換する力』

・地域産業の変化をチャンスにできる力を養う。

地域産業の未来像
・ICT＆歴史都市
・伝統技術の伝承
・起業家のまち

・ものづくり市の確
立
・デジタル化の推進

・循環型社会実験の実践により、社会的課題を付加価値に転換できる
想
像力・創造力を醸成する。・市内の高等教育機関（県立大学工学部・環境科学部、滋賀大学データサイエ
ンス学部）等とビッグデータ分析などICT・デジタル教育で連携を図る。


